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はじめに 

 

小平市では、これまで、市内における生活交通の充実を図るため、平成１８年にまとめた

「市の公共交通に対する基本的な考え方」（以下「基本的な考え方」という。）に基づき、

コミュニティバスの運行見直しや市内を４つの地域に分けたコミュニティタクシーの運行に

向けて、地域との協働により取り組みを進めてきた。 

コミュニティバス及び３つの地域のコミュニティタクシーについては、順調に運行を継続

しているが、最後の南西部地域では、平成３０年７月から令和２年３月まで３つの実証実験

運行を実施したものの、利用実績等から継続的な運行に移行することができなかった。その

後、南西部地域においては、コミュニティタクシー以外の新たな交通手段を研究するととも

に、既存の公共交通機関の有効活用について検討することとなった。 

基本的な考え方については、平成１８年から１５年以上が経過し、社会状況や公共交通を

取り巻く環境が大きく変化しており、それに伴い、地域に求められる地域公共交通のあり方

も変わってきていることから、見直しが必要となっている。そこで、基本的な考え方の見直

しに向けて、これまでの取組や利用実績等を検証するとともに、顕在化した課題や地域のニ

ーズ等について総括した。 

なお、総括にあたっては、にじバス協議会及び各地域のコミュニティタクシーを考える会

で示された評価、課題を踏まえ、小平市公共交通の基本的な考え方等検討委員会（令和３年

９月設置）において、評価、検証したうえで取りまとめ、報告書として作成した。 

 

 

＜市内を走るバスとタクシーのリーフレット：表・裏（令和３年１０月作成）＞ 
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１ 地域公共交通を取り巻く状況 

（１）小平市の公共交通機関 

市内には、都心と郊外を結ぶ西武新宿線、西武拝島線の６つの駅、埼玉県や千葉県の主

要都市を結ぶＪＲ武蔵野線の新小平駅のほか、市境には３つの駅があり、広域的な移動が

可能となる鉄道ネットワークが整備されている。 

また、市内各駅や都心へアクセスするＪＲ中央線を結ぶバス路線も充実し、ドアツード

アの移動手段であるタクシーは、複数の事業者が市内に乗り入れている。 

一方、最寄り駅へのアクセスや買い物、通院などを目的とした施設へのアクセス、及び

高齢者や子育て中の方などの生活の足を確保するため、基幹の交通網である鉄道やバス路

線を補完する生活交通の充実が求められている。 

 

  【市内の鉄道駅：市内７駅・市境３駅】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                       

【市内の路線バス】            【市内のタクシー】 

運行事業者名 系統数  運行事業者名 保有台数 

西武バス(株) ４９  小平交通(有) １８ 

立川バス(株) １４  トーショー交通(株) 本社 ４２ 

関東バス(株) ３  美玉交通(有) ４９ 

京王電鉄バス(株) ３  三和交通多摩(株) ３５ 

銀河鉄道(株) ３  三幸交通(株) ３９ 

合 計 ７２  三幸自動車(株) 小川営業所 ５ 

   合 計 １８８ 

（令和３年１０月１日現在）  

Ｎ 
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＜市内を走るバスとタクシーのリーフレット（令和３年１０月作成：中面）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜バスとタクシーのひろば ㏌小平の様子＞ 

 

 

 

  

市民、市内のバス・タクシー事業者、 

自動車教習所、警察署など、地域と 

協働・協力で平成２６年度から開催 

（感染症の影響により令和２･３年度は中止） 

・来場者数：約３,０００人 

・会場：ブリヂストン TODAY 
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（２）国や東京都の動き 

  ①国の動き 

    近年、少子高齢化及び人口減少の加速に伴い人口構造が変化し、交通需要の縮小や交

通事業者の経営悪化、運転者不足の深刻化などの要因により、地域の公共交通の維持・

確保がますます厳しくなっている。 

また、高齢者の交通事故の多発に伴い、運転免許証返納者が年々増加しており、高齢

者の移動手段を確保することが重要な課題になっている。 

このような状況を踏まえ、交通事業者等の地域の関係者と協議しながら、公共交通の

改善や移動手段の確保に取り組める仕組み等を拡充するための「持続可能な運送サービ

スの提供の確保に資する取組を推進するための地域公共交通の活性化及び再生に関する

法律等の一部を改正する法律」が、令和２年１１月２７日に施行された。 

これにより、全ての地方公共団体において、地域が自らデザインする地域の交通の実

現に向けて、地域の移動ニーズにきめ細かく対応する移動手段の確保や、既存の公共交

通サービスの改善などに対する国の支援策が示されている。 

さらに、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、感染症対策を講じながらの運

行、テレワークの普及や移動時間帯の分散によるライフスタイルの変化など、公共交通

を取り巻く状況も大きく変化している。 

そこで、国では、新たな生活様式に対応した交通需要を的確に把握するとともに、感

染リスクの少ない多様なモビリティを柔軟に活用することが重要であるとの考えのも

と、地域交通政策のあり方の検討や支援に向けた取組を進めている。 

 

  ②東京都の動き 

令和３年３月に策定された「『未来の東京』戦略」で掲げる、移動困難者を含む誰も

が移動しやすい利便性の高い都市の実現に向け、「東京都における地域公共交通の在り

方検討会」を設置（令和２年１０月）し、持続可能な地域公共交通網の在り方等につい

て、将来を見据えた検討を進めている。 

「東京都における地域公共交通の在り方検討会」では、東京都が講じるべき支援策と

して、区市町村による「地域公共交通計画」の策定に対する令和４年度以降の財政支援

が検討されている。 

また、令和３年度末には、目指すべき姿やその実現に向けた取組の方向性を示し、地

域ニーズに応じた持続可能な取組を促進するために取りまとめた東京の地域公共交通が

目指すべき姿として、「東京における地域公共交通の基本方針（中間まとめ）」が策定

される。 
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２ 市の公共交通に対する基本的な考え方 

（１）検討経緯 

   平成１６年１月にコミュニティバス（にじバス）の試行運行を開始した。その後、コミ

ュニティバスなどの運行に関する請願が５件提出され、市議会で採択された。（平成１７

年１１月に４件、平成１８年６月に１件採択） 

   市では、学識経験者、国土交通省、警視庁、民間バス事業者、タクシー事業者、公募市

民等９名で構成される「小平市総合的な交通体系のあり方懇談会（以下「あり方懇談会」

という。」を平成１７年５月１日に設置し、同年６月以降、５回の会議を開催するととも

に、地域のニーズを見極めるため、４つの地域において、地域懇談会を計１２回開催し

た。平成１８年３月には、「小平市総合的な交通体系のあり方懇談会 報告書」をまとめ

ている。 

平成１８年９月には、あり方懇談会からの提案や各地域の実情・交通課題、市民の意見

等を踏まえて、地域ごとのニーズに基づくコンパクトな地域内の生活交通の充実を図る基

本方針を示した「市の公共交通に対する基本的な考え方（案）」をまとめた。 

 

【小平市総合的な交通体系のあり方懇談会 参加団体等】 

１ 学識経験者 

２ 国土交通省 関東運輸局自動車交通部旅客第一課 

３ 警視庁 小平警察署交通課 

４ 西武バス(株) 

５ 美玉交通(有) 

６ 公募市民 

７ 公募市民 

８ 公募市民 

９ 公募市民 

 

【小平市総合的な交通体系のあり方懇談会 報告書における提案】 

 提案①青梅街道幹線軸について 

  ・青梅街道沿いは、各地域から共通してアクセスの要望がある市役所周辺地域、公立

昭和病院、駅などが集中して存在していることから、市の東西の幹線軸として捉

え、公共交通網を構築する。 

  ・幹線にふさわしいサービスレベルのバスを民間ベースで確保し、維持するために

は、市全域の交通のレベルアップの観点から行政支援も視野に入れる。 

 提案②青梅街道幹線軸へのアクセス 

  ・コミュニティバスに限定することなく、枝葉の地域に入り込んでいく移動手段につ

いては、地域に適した方法を地域とともに研究する。 
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 提案③運賃について 

  ・基本的にコミュニティバスを黒字にするのは難しく、不採算分を行政が補填する考

えは間違っていないが、過度に行政に負担が掛かると、路線を維持できなくなる可

能性がある。 

・民間バスの運賃をモデルにし、今後は１００円ありきではなく、財政負担の範囲と

事業を継続していくための両面から料金を設定する。 

 提案④市民が支える公共交通を目指して 

  ・税金だけで不足するコストを賄うには限界があり、地域の交通を確保するために

は、地域の支えが不可欠である。 

  ・まちづくりとの連携を図ることで、地域間の交流や商店街の活性化、高齢者の外出

支援、子育て支援にもつながる。 

・地域の役割は一通りではなく、それぞれの地域の実情に応じて考える。 

 提案⑤「にじバス」の路線見直しについて 

  ・市役所への接続や当初の計画のとおり鷹の台駅までの接続などの要望があることか

ら、市全体の公共交通を考える中で路線及び運賃についても再検討の必要がある。 

 

 

（２）基本的な考え方の概要 

  ①基本方針 

・地域ごとのニーズに基づくコンパクトな地域内の生活交通とこれをつなぐ幹線交通を

充実する。 

   ・「にじバス」の試行運行は平成１９年３月で終了し、平成１９年４月から新たな試行

運行を開始する。 

 

  ②実現のための具体的な方針 

   ・コンパクトな地域内の生活交通を目指したコミュニティタクシーを支援する。 

    ➡各地域内の最寄り駅へのアクセスや買い物などの生活の足は、コンパクトな地域内

の生活交通としてコミュニティタクシーで移動サービスを提供する。 

    ➡バス事業者へ青梅街道に路線を増やすことや伸ばすことを要望するとともに、地域

内の生活交通から青梅街道幹線交通への乗り継ぎについて、運賃、仕組みなどを検

討する。 

   ・「にじバス」の現行ルート・料金を見直し、平成１９年４月から新たな試行運行を行

う。 

    ➡市役所周辺の施設を通る路線に変更し、運行間隔は２０～３０分に１本とする。 

    ➡運賃体系は、既存のバス路線の運賃や運行コスト、公平性の面から１７０円と 

する。 
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  ③実現のための具体的な取組 

   ・コミュニティバスの全市的な展開については、道路事情や運行経費の面からも困難と

判断した。 

   ・地域で支える公共交通を目指すため、青梅街道で南北を、西武多摩湖線で東西を分割

し、区切った４つの地域をそれぞれＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄとして、地域の状況に即した公共

交通を構築し、青梅街道幹線軸へつなぐこととした。 

 

 

【青梅街道と西武多摩湖線で区切った４つの地域（ＡＢＣＤ）】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市の公共交通に対する基本的な考え方の具体的な取組】 

①４つの地域において、コミュニティタクシーの導入に向け地域と協働で検討 

②青梅街道幹線軸の充実 

③にじバスの新たな試行運行の開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

  
Ｄ地域(鈴木町ﾙｰﾄ) 

Ｃ地域(大沼ﾙｰﾄ) Ａ地域(栄町ﾙｰﾄ) 

Ｂ地域(南西部) 

Ｎ 
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３ コミュニティバス（にじバス） 

（１）コミュニティバス導入のはじまり 

  ①第二次小平市バス網対策研究会：平成１１年１２月設置 

    近隣市等でコミュニティバスの検討や運行が開始され、市においても市内循環バス運

行の要望の高まりに伴い、庁内関係課で構成する「第二次小平市バス網対策研究会」を

平成１１年１２月に設置し、市内交通課題の改善策を検討するため、基礎的な調査研究

を行った。 

 

  ②小平市コミュニティバス研究会：平成１３年４月設置 

    コミュニティバスの導入を具体的に検討するため、有識者や国土交通省、警察、道路

管理者、バス協会、タクシー協会、公募市民、市職員で構成する「小平市コミュニティ

バス研究会」を平成１３年４月に設置した。 

その後、平成１４年３月に「コミュニティバス試行運行の基本計画調査報告書」を、

平成１５年３月には「コミュニティバス試行運行の実施計画調査報告書」をまとめた。 

   

【コミュニティバス試行運行の実施計画調査報告書】 

 ＊バス交通のコンセプト 

   コミュニティと経済が元気になる、利用者と地域で支えるバス交通をつくる 

＊バス交通の目指す目標 

・「高齢になってもいきいきと安心し暮らせる、住み続けたくなる小平」のまちに貢

献する。 

・「にぎわいや集いのあるまちづくり」を支援する。 

・コミュニティバスは、「動く公共施設」として定着し、発展することを目指す。 

   ＊バス交通のねらい 

    ・バス交通の不便な地域をできるだけ改善する。 

    ・高齢者や主婦などの移動制約者を出掛けやすくする。 

    ・まちづくりとの連携を図る。 
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（２）運行の経緯 

  ①第１回試行運行：平成１６年１１月１８日～ 

    小平市コミュニティバス研究会の２つの報告書をもとに、平成１５年４月から運行の

準備を進め、平成１６年１月１８日から試行運行を開始した。 

     その後、「小平市総合的な交通体系のあり方懇談会」（平成１７年５月設置）が平成

１８年３月に市へ提出した「総合的な交通体系のあり方懇談会報告書」や、平成１８年

９月にまとめた「市の公共交通に対する基本的な考え方」では、にじバスの試行運行を

平成１９年３月で終了し、新たな試行運行を開始することや、運賃は１００円ありきで

はないことが示された。 

 

②第２回試行運行：平成１９年５月２５日～ 

「小平市総合的な交通体系のあり方懇談会」からの提案や各地域の実情、交通課題及

び、市民の意見などを踏まえて、平成１９年５月２５日から運行ルートを一部変更（市

役所周辺地域まで延伸）するとともに、運賃を１００円から１５０円に改定して、新た

な試行運行を開始した。 

※運行ルートの一部変更 

  「学園駅前郵便局」停留所から北上した市役所周辺地域までルートを延伸し、

「中央公民館」や「小平商工会」、「山王住宅」などの停留所を新たに設置した。 

  

③にじバスのフォローアップ調査の実施：平成１９年１０月～１１月 

これまでの試行運行の効果を検証するため、利用者アンケートや住民・関係者ヒアリ

ング調査などを実施し、平成２０年１月に報告書を作成した。その結果、試行運行のね

らいは十分達成していること、マイナスの影響が出ていないことを確認した。 

 

【にじバスのフォローアップ調査の検証結果（平成２０年１月）】 

 ＊バス交通の不便な地域をできるだけ改善する 

  ➡利用者の約７割が、バス交通の不便な地域（津田町、学園東町・学園西町の一部地

域）の住民であったことから、コミュニティバスの運行により、不便性が改善され

ている。 

 ＊高齢者や主婦などの移動制約者を出かけやすくする 

  ➡高齢者の利用が５割以上、主婦の利用が４割以上あり、移動制約者の外出を支援し

ている。また、利用者の約４８％がコミュニティバスの利用により、外出回数が増

えていると回答している。 

 ＊東西方向の交通の改善及び駅への交通利便性の向上を図る 

  ➡津田町地域から小平駅や一橋学園駅の間の利用が最も多く、全乗降者数の約４割を

占めており、東西方向の交通機能を担っている。また、外出目的は、小平駅や一橋

学園駅周辺への買い物、通院や駅利用が多く、駅への交通利便性が大きく向上して

いる。 
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 ＊まちづくりとの連携を図る 

  ➡市内での買い物、通院や公共施設への利用が５割以上を占めており、コミュニティ

や地域経済の活性化に貢献している。また、住宅地にバス停留所を設けたことによ

り防犯性が高まり安全・安心につながっている、運行ルート上の違法駐車・駐輪の

減少に貢献しているとの意見があった。 

 

④コミュニティバスの本運行：平成２０年４月１日～ 

にじバスのフォローアップ調査の結果、平成２０年４月１日から本運行へ移行した。

それに伴い、子ども（小学生）運賃を１００円から８０円に改定するとともに、同年９

月には運行車両を変更して乗車定員を増やし、交通系ＩＣカードを利用可能とした。 

 

＜クセニッツ社 CITY-Ⅰ＞         ＜日野自動車 ポンチョ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（定員２０名）                （定員２７名） 

 

【コミュニティバス運行ルート路線図（平成１９年５月２５日～）】 
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（３）コミュニティバスの運行 

  ①コンセプト・目的 

コミュニティと経済が元気になる、利用者と地域で支えるバス交通をつくる 

 

  ②運行システム等 

   ・運  賃：大人１５０円、子ども（小学生）８０円 

          ※回数券・一日乗車券は、コミュニティタクシーと共通利用 

・運 行 日：年中無休 

運行開始日 
試行運行：平成１６年１１月１８日～ 

本 運 行：平成２０年 ４月 １日～ 

運行時間 ７時～１９時２０分 

運行間隔 ２０分間隔（１日３７便） 

運行経路 

（停留所設置数） 

小平駅南口 ～ なかまちテラス（仲町公民館・図書館）～  

一橋学園駅～ 小平市役所周辺（中央公民館・中央図書館・健康センター・ 

福祉会館等）～ 津田公民館・図書館 ～ 一橋学園駅 ～ 学園東小学校 ～ 

あかしあ通り ～ 小平駅南口 

（停留所：４１か所、スクールゾーン迂回経路の３停留所含む） 

路線距離 ７．７５㎞ 

車両台数 ２台（その他予備車両１台） 

運行車両 日野ポンチョショート（２７人乗り、座席１２） 

車いす 乗車可能 

運行事業者 西武バス(株) 
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（４）コミュニティバスの運行状況 

  ①利用状況 

   ・試行運行開始の平成１６年１月から平成１８年度までは、乗車人数が増加していた。

運賃改定後の平成１９年度は、対前年度比１４％程度減少したものの、令和２年度ま

では、１日平均の乗車人数が６００人台で安定した利用状況となっていた。 

   ・利用者は、日中の買い物や通院などの生活交通及び、市民活動の交通手段として利用

しているほか、通勤・通学などにもコミュニティバスを活用している。 

 

②市民の要望等 

・「津田公民館・図書館」停留所から、鷹の台駅までの延伸について 

・各地域から、市の中心部（市役所周辺エリア）までの交通手段の確保について 

・運賃に関して、障がい者割引の設定やシルバーパスの適用について 

・コミュニティバス等が運行していない地域やコミュニティバス等を利用しない市民に

とっての不公平感（税負担の観点）について 

 

   ➡市民や地域の要望・意見については、内容に応じて運行事業者や関係機関等と調整、 

協議を図るとともに、にじバス協議会においても情報共有や改善策等を検討している。 

 

  ③新型コロナウイルス感染症等による乗車人数の影響 

   ・令和元年度は、道路工事等に伴う長期間の迂回運行の影響により大幅に減少したが、

平常運行後は回復した。 

・令和２年２月以降は、新型コロナウイルス感染症の影響により急激に減少した。 

   ・新型コロナウイルス感染症の影響による減少率は、民間路線バスと比較すると低く、

コロナ禍においても買い物や通院など、市民の生活交通として欠かせない交通手段と

なっている。 

・令和２年度の利用状況は前年度比約２５％減で、今後も人流の抑制や新しい生活様式

の定着により、感染症拡大前の状況には戻らないものと見込まれている。引き続き、

感染症対策を実施しながら、利用促進活動に取り組んでいく必要がある。 

 

＜公共交通パネル展 バスとタクシーの心くばり＞ 

 

 

  

令和３年１０月１２日～２１日 

市役所１階ロビーで開催 
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４ コミュニティタクシー（ぶるべー号） 

（１）コミュニティタクシー導入のはじまり 

①市の公共交通に対する基本的な考え方：平成１８年９月作成 

・「市の公共交通に対する基本的な考え方」の中で、地域ごとのニーズに基づくコンパ

クトな地域内の生活交通の充実を図ることを基本方針としている。 

・最寄り駅へのアクセスや買い物、通院など、市民の生活の足を確保するための移動手

段として、コミュニティタクシーの導入に向け、市内を４つの地域（Ａ～Ｄ）に分け

て検討することとした。 

 

②小平市コミュニティタクシー運行調査：平成１９年１月実施 

・地域の機運が最も高いＣ地域（大沼町・花小金井地域）において、「小平市コミュニ

ティタクシー運行調査」を実施した。 

・調査結果に基づき、地域の公共交通の現状・問題点や移動ニーズを把握・分析し、公

共交通の利便性向上のための対応方針等を検討した。 

 

③コミュニティタクシーを考える会の発足 

・平成１９年８月に、自治会や商店会等の地域の代表者で構成する「コミュニティタク

シーを考える会（以下、「考える会」という。）」が、Ｃ地域（大沼町・花小金井地

域）において組織された。 

・地域内の生活交通の充実を図るため、コミュニティタクシーの導入に向けた検討が始

まった。 

 

④運行事業者の選定 

・各地域の実証実験運行ごとに、評価基準等に基づき適正に審査（小平市コミュニティ

タクシー運行事業者選定審査会）し、運行事業者を選定した。 

・試行運行に向けては、実証実験の運行状況が良好であったことから、継続して同事業

者と協定を締結した。 

 

⑤コミュニティタクシー実証実験運行から試行運行への以降 

・平成２０年３月２４日、初めてのコミュニティタクシー実証実験運行が開始された。 

   ・Ｃ地域で最初の「考える会」が組織されて以降、平成２０年１２月にＡ地域（小川・

栄町地域）、平成２４年１０月にＤ地域（小平南東部地域）、平成２８年５月にＢ地

域（南西部地域）において、それぞれ「考える会」が組織され、コミュニティタクシ

ーの導入に向けた取組が始まり、順次、実証実験運行を実施した。 

   ・各地域において実証実験運行を実施した結果、平成２１年９月１４日から大沼ルー

ト、平成２３年５月１０日から栄町ルート、平成２７年３月２３日から鈴木町ルート

の試行運行を開始した。 

 

  
※運行開始後も利用状況や地域の状況に応じて、運行ルートや停留所の位置などを

改善、見直しをしていく意味を含めて、「試行」という表現を使用している。 
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（２）運行の経緯 

  ①大沼ルート（Ｃ地域） 

ア）大沼町・花小金井地域コミュニティタクシーを考える会の設置：平成１９年８月 

大沼町・花小金井地域において、コミュニティタクシー導入に向け、運行システ

ム、運行ルート等の検討を開始した。 

イ）実証実験運行の実施 

大沼ルート：平成２０年３月２４日～９月２２日  

※運行ルートの一部変更：平成２０年８月１１日 

利用状況が伸びなかったことから、地域住民等を対象にアンケート調査を実

施し、その結果を受け運行ルートの一部見直しを行った。 

花小金井ルート：平成２０年１０月６日～平成２１年６月３０日 

      ※運行ルートの一部変更：平成２１年３月３０日 

地域内アンケート調査の結果を受けて、運行ルートの一部見直しを行うととも

に、実施期間を３か月延長した。 

ウ）試行運行の開始：平成２１年９月１４日 

地域公共交通会議の承認を経て、道路運送法第４条に基づく継続的な運行を開始

した。 

・運行ルートの一部変更：平成２４年５月７日  

考える会での検討を受けて、運行ルートの一部を変更した。 

・運行ルートの一部変更、時刻表の見直し：平成２６年５月７日  

・回数乗車券・１日乗車券の共通利用の開始：平成２４年５月７日 

    コミュニティバスとコミュニティタクシー間で、回数乗車券と１日乗車券の共

通利用を開始した。 

 

【大沼ルート路線図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜運行車両 トヨタハイエース＞ 

・定員：９人乗り（乗務員を除く） 

・車幅：１.８８ｍ 

・車いすリフト付き 

・車両デザイン：武蔵野美術大学との連携 
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②栄町ルート（Ａ地域） 

ア）小川・栄町地域コミュニティタクシーを考える会の設置：平成２０年１２月 

小川、栄町地域において、コミュニティタクシーの導入に向け、運行システム、

運行ルート等の検討を開始した。 

イ）実証実験運行の実施：平成２２年５月１０日～ 

※実証実験運行ルートの一部変更：平成２２年１１月１日  

    利用者アンケート調査の結果等を踏まえ、考える会において検討した結果、運

行ルートの一を変更した。 

ウ）試行運行の開始：平成２３年５月１０日 

 

【栄町ルートの路線図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜運行車両 トヨタハイエース＞ 

・定員：９人乗り（乗務員を除く） 

・車幅：１.８８ｍ 

・車いすリフト付き 

・車両デザイン：武蔵野美術大学との連携 
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③鈴木町ルート（Ｄ地域） 

   ア）小平南東部地域コミュニティタクシーを考える会の設置：平成２４年１０月  

鈴木町、花小金井南町地域において、コミュニティタクシー導入に向け、運行シ

ステム、運行ルート等の検討を開始した。 

   イ）実証実験運行の実施 

     鈴木町ルート第１期：平成２５年１１月２５日～平成２６年 ３月３１日 

     鈴木町ルート第２期：平成２６年 ４月 １日～平成２６年 ７月３１日 

     花小金井南町ルート：平成２６年 ８月 １日～平成２６年１１月２８日 

   ウ）試行運行の開始：平成２７年３月２３日 

      考える会において、実証実験運行の利用実績等を分析し、効率的な利便性向上策

を検討した結果、鈴木町ルート第１期及び第２期の乗車の多い停留所を組み合わせ

た運行ルートとした。 

      また、鈴木町ルートは道路幅が狭いため、実証実験運行及び試行運行とも大沼・

栄町ルートで使用している車両よりも車両幅の狭い、日産キャラバンを使用してい

る。 

 

【鈴木町ルートの路線図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜運行車両 日産キャラバン＞ 

・定員：９人乗り（乗務員を除く） 

・車幅：１.６９ｍ 

・車両デザイン：嘉悦大学との連携 
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④南西部地域（Ｂ地域） 

   ア）小平南西部地域コミュニティタクシーを考える会の設置：平成２８年５月  

南西部地域において、コミュニティタクシー導入に向け、運行システム、運行ル

ート等の検討を開始した。 

   イ）実証実験運行の実施 

     鷹の台駅西側ルート第１期：平成３０年 ７月３０日～平成３１年１月２９日 

     上水本町・一橋ルート：平成３１年 ３月 １日～令和 元年８月３０日 

     鷹の台駅西側ルート第２期：令和 ２年 １月１４日～令和 ２年５月 ８日 

                  令和 ２年１０月２６日～令和 ３年３月１９日 

※令和２年５月９日～１０月２５日まで、感染症の影響により運休 

   ウ）試行運行の開始（開始に至らず） 

実証実験運行の結果 

３つの実証実験運行を実施してきたが、いずれのルートも乗車人数が当初の目標

値を大きく下回るものとなった。考える会では、数値や状況などを検証した結果、

利用実績や地域の特性やニーズ等から、コミュニティタクシーの運行システムが地

域に即していないことが明らかになったことから、今後、コミュニティタクシー以

外の新たな交通手段を研究するとともに、既存の公共交通機関の有効活用について

検討することとした。 

なお、実証実験運行実施中に緊急事態宣言が発出され、市民の外出抑制などの事

態が長期化し、日常的な生活交通としての利用につながらなかったことも、数値が

伸び悩んだ一つの要因として考えられる。 

南西部地域では、これまでの考える会での取組や実証実験運行の結果を踏まえ、

令和３年６月に報告書として「小平南西部地域における公共交通のまとめ」を作成

した。 

 

【実証実験運行の利用状況】 

（人） 

ルート 運行日数 乗車人数 １日平均乗車人数 

大 沼ルート １２６日  ６,００９ ４７.７ 

栄 町ルート ２４３日 １２,６９１ ５２.２ 

鈴木町ルート  ８４日  ４,３９３ ５２.３ 

鷹の台駅西側ルート第１期 １２２日 ３,７９５ ３１.１ 

上水本町・一橋ルート １２２日 １,１２５ ９.２ 

鷹の台駅西側ルート第２期 １７３日 ２,８７５ １６.６ 
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【南西部地域における公共交通のまとめ（報告書）の抜粋】 

 実証実験運行の利用実績等から見えてきた状況 

（１）地域の特性 

①道路交通事情と地域環境 

・地域が東西に広く、東西の幹線道路が他の地域に比べて少なく、狭い幅員の道路

が多い。 

・生活圏が玉川上水や鉄道で複数に分断されている。 

    ②人の動きの分散 

・一つの駅への一極集中ではなく、市を跨いだ複数の駅に向かっている。 

・買い物や通院先が分散されている。 

 

（２）地域の課題 

①地域ニーズを反映した運行ルートの設定や停留所の設置 

安全性や道路交通事情等を考慮する必要があったことから、運行ルートの設定や

停留所の設置に関して、地域のニーズを十分に反映することができなかった。 

    ②コミュニティタクシーの運行システムとの合致 

      実証実験運行から継続的な運行へ移行するために、定時定路線での運行、１日平

均乗車人数（７０人）、市の補助（概ね５００万円）を目標としてきたが、地域の

特性等とコミュニティタクシーの運行システムが合致しなかった。 

 

（３）その他 

①新型コロナウイルス感染症拡大の影響 

緊急事態宣言が発出され、市民の外出抑制などの事態が長期化し、日常的な生活

交通としての利用につながらなかった。 

 

 コミュニティタクシーを考える会との協働による目指すべき方向性 

（１）コミュニティタクシー以外の新たな交通手段の研究 

      実証実験運行やアンケート調査を通じて顕在化された課題を踏まえ、地域の特性

やニーズに即したコミュニティタクシー以外の新たな交通手段を研究する。 

（２）既存の公共交通機関の有効活用についての検討 

      既存の路線バスやタクシーを有効活用するため、効果的な交通案内や 

利用促進策を関係機関等と連携しながら検討する。 
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＜南西部地域のコミュニティタクシー実証実験運行の運行車両＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜南西部地域のコミュニティタクシー実証実験運行のＰＲリーフレット＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

より効果的にＰＲするため、 

考える会の意見を反映しながら

カラー版のリーフレットを作成 
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（３）コミュニティタクシーの試行運行 

  ①コンセプト・目的 

   ・目的 

公共交通の利便性の向上（最寄駅や買い物へのアクセス） 

     高齢者、子育て中の方などの活動支援 

     地域全体の活性化（商店街の活性化、市民交流、地域活力） 

   ・コンセプト 

コミュニティと経済が元気になる 

利用者と地域で支える交通をつくる 

 

  ②運行システム等 

   ・運  賃：大人１５０円、子ども（小学生）８０円 

          ※回数券・一日乗車券は、コミュニティバスと共通利用 

・運 行 日：月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 

運行ルート 大沼ルート 栄町ルート 鈴木町ルート 

運行開始日 平成２１年９月１４日 平成２３年５月１０日 平成２７年３月２３日 

運行時間 
８時２７分～ 

１８時７分 

８時４５分～ 

１８時１６分 

８時３８分～ 

１８時９分 

運行間隔 
３０分間隔 

（２０便） 

３０分間隔 

（１９便） 

３０分間隔 

（１９便） 

運行経路 

（停留所設置数） 

小平駅入口～ 

大沼公民館・図書館 

～昭和病院 

（２２か所） 

小川駅入口～元中宿通

り～十三小通り 

～小平神明宮北 

（２５か所） 

花小金井駅南口～ 

山中西～天神グランド

～光が丘商店街 

（２１か所） 

路線距離 ６.８２㎞ ４.９９㎞ ６.０５㎞ 

車両台数 １台（その他予備車両１台） 

運行車両 
トヨタハイエース 

（１０人乗り、車いす使用時は９人） 

日産 キャラバン 

（１０人乗り） 

車いすリフト あり あり なし 

運行事業者 トーショー交通(株) 小平交通(有) トーショー交通(株) 
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③市の運行経費補助の考え方 

・１日平均乗車人数：目標７０人程度（１便４人×１８便） 

・年間運賃収入（２５０日運行）：約３００～３５０万円 

（１５０円×７０人程度×２５０日） 

・１ルート運行経費：約８５０万円 

・市運行経費補助（運賃収入－運行経費）：約５００～６００万円（初期費用を除く） 

➡１ルート年間５００万円程度を上限とすることとした。 

  ※市の公共交通に対する基本的な考え方において、「公共交通全体に対する市

の限度額を設け、補助対象は路線を単位として、運行経費について一定額を

限度として補助する。」と示しており、それに基づき、市の運行経費に対す

る補助額に限度額を設けることとした。 

  

 

 

 

 

 

 

＜運行ルートに関する規制＞ 

・運行ルートの設定にあたっては、車両制限令の基準※により、コミュニティバスやコミュ

ニティタクシーの運行に必要な道路幅員が定められている。また、道路交通法の駐停車

禁止の規定により停留所設置位置が限られている。 

・通学路では、近年のバスの重大交通事故の発生に伴い、警視庁から「歩車分離されてい

ない通学路の運行」を原則認めない方向性が示されている。 

・住宅地内では、狭隘道路や民家の駐車場出入口が連続している箇所が多く、地域のニーズ

を反映したルート設定や停留所の設置が困難となっている。 

 

  ※車両制限令の基準例 

      【相互通行の場合の車幅】 

       道路幅員 ― 1.5m 

                 2 

  
0.5m 0.5m 0.5m 

≧ 車幅 
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（４）コミュニティタクシー試行運行の状況 

①利用状況 

   ・大沼ルートについては、当初乗車人数が伸び悩んだため、考える会において、アンケ

ート調査を実施した。アンケートの回答や利用状況等を踏まえ、運行ルートや停留所

の位置などを検討し、平成２６年度に一部運行ルートの変更を行った。その結果、乗

車人数が増加し、１日平均乗車人数が１００人を超える状況となった。 

・栄町ルートについては、試行運行開始当初より目標の１日平均乗車人数の７０人を超

え、その後も順調に増加していった。なお、回数乗車券の販売枚数が、３ルートで一

番多く、買い物や通院などで定期的に利用されている。 

・鈴木町ルートについては、試行運行開始直後の乗車人数が他のルートより少ないもの

の、急激に増加し続け、令和元年度には１日平均乗車人数が１００人を超える状況で

あった。 

・３ルートともに運行を継続していく中で、考える会による熱心な利用促進活動の成果

として認知度が向上し、乗車人数も年々増加した。 

   ・３ルートとも利用者の約８割は高齢者が占めており、日中の買い物や通院、地域活動

や公共施設への移動を目的とした利用が中心となっている。一方で、子育て世代も保

育園の送迎や夕方の時間帯は塾などに通う児童・生徒にも利用されている。 

 

②市民の要望等 

   ・土日の運行や夕方の運行時間の延長について 

   ・ルートの延伸や見直し及び停留所の新設について 

・交通不便地域における新たな運行ルートの新設について 

   ・ＩＣカードの導入など、キャッシュレス決済への対応について 

・各地域から、市の中心部（市役所周辺エリア）までの交通手段の確保について 

・コミュニティタクシー等が運行していない地域やコミュニティタクシー等を利用しな

い市民にとっての不公平感（税負担の観点）について 

 

   ➡市民や地域の要望・意見については、内容に応じて運行事業者や関係機関等と調整・

協議を図るとともに、考える会においても情報共有や改善策等を検討している。 

 

 

  ③新型コロナウイルス感染症による乗車人数の影響 

   ・令和２年２月以降、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、減少した。 

・令和２年５月１１日から６月２６日まで、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、３ルート全てにおいて午後１時以降の便を運休とした。 

   ・令和３年度になり、乗車人数は回復傾向にあるが、特に鈴木町ルートにおいて、１日

平均乗車人数の目標である７０人を下回る状況が続いている。 

 

  




